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1. 概要 
 歌詞は重要な音楽の構成要素の１つである[1]．
J-POP などの歌唱曲の鑑賞において歌詞が与える

影響は大きい．そこで歌詞にもとづいた楽曲の

分類・探索が有用となる．しかし歌詞に対して

抱く印象は主観的であり，歌詞以外の音楽要素

が印象を与える可能性もあるため，ユーザが求

める歌詞の探索基準にも個人差が生じやすい．

この問題に対して我々は，歌詞の分布を可視化

することで，能動的な歌詞探索を支援する研究

に取り組んでいる．しかし，論文や記事などと

比べて歌詞は語彙の自由度が高いため，満足度

の高い可視化結果を得ることが難しい．そこで

本報告では，潜在的ディレクトリ配分法(Latent 
Dirichlet Allocation: LDA)を拡張したガイド付き

LDA を用いて対話的にガイド単語を入力し，そ

こから算出された歌詞の分布を可視化する手法

を提案する．この手法により，ユーザの視点に

もとづいた歌詞の分類結果を，反復的な可視化

によって示すことが容易になる．また，他の音

楽要素を加味せずに歌詞のみに着目して楽曲群

を探索することが可能になる．ユーザは可視化

結果を用いることで，楽曲やアーティストの個

性や傾向の違い，歌詞の多様さを観察できる． 

2. 関連研究 
 河村[2]は，検索単語の連想語を自動抽出し，

TF-IDF 法を用いて歌詞の特徴量を算出すること

で，検索単語とその連想語によって楽曲推薦を

する手法を提案した．また細谷[3]らは，複数の

女性シンガーソングライターの歌詞を，ランダ

ムフォレストを用いて探索的に分析した． 

 Hossain[4]らは，LDA を用いて大量の楽曲の歌

詞を分析し，歌詞に基づいた曲名を推薦する手

法を提案した．また佐々木[5]らは，歌詞の潜在

的意味を LDA で求め，多数の既存の歌詞の中か

ら，ユーザが好む歌詞をインタラクティブに検

索できる歌詞検索インタフェース「LyricsRadar」
を提案した． 

 

 本手法では，歌詞群の分布算出にガイド付き

LDA を用いる点で既存研究と異なる．また，ガ

イドごとに散布図を複数表示させることで，楽

曲の分布や類似性に対して多様な説明が可能に

なるという点でも既存研究とは異なる． 
3. 提案手法 
3.1. 楽曲データの収集 
 タイトル，アーティスト，作詞家，年代，歌

詞を 1 つの楽曲データとする．1988 年から 2007
年のCDシングルの売り上げが高い上位 10曲と，

2008 年から 2020 年の Billboard Japan の年間チャ

ート上位 10 曲の楽曲データを収集した．ただし，

英語詞だけで構成される楽曲は対象から外した．

また，複数の年に登場する楽曲は年代が最も新

しい楽曲データのみを使用し，楽曲データの重

複が起こらないようにした．本報告では，全部

で 332 曲分の楽曲データを使用することにした． 
 歌詞の形態素解析には MeCab を使用した．名

詞，動詞，形容詞，副詞，感動詞，連体詞のみ

を抽出し，その原型を 1 単語として数えた．ただ

し，極端に多くの楽曲に頻繁に出現する単語は，

複数のトピックの重要語として選出されるため，

ストップワードに設定し，分析対象から外した． 

3.2. 歌詞の分析 
3.2.1. LDAを用いた歌詞の分析 
 LDA[6]は，文書群が複数のトピックから構成

されているとするモデルである．本手法では，1
つの歌詞を 1 つの独立した文書とし，各歌詞に含

まれる単語はそれぞれ，背景にトピックを持つ

とする．また，日本語詞と英語詞が混合してい

る歌詞は，日本語詞の部分のみを LDA の分析の

対象とした．各歌詞に対するトピック混合比の

期待値を求め，次元削減することで楽曲を二次

元平面状に配置した(3.3節で後述)．  

3.2.2. ガイド付き LDA を用いた歌詞の分析 
 ガイド付き LDA[8]は，あらかじめ重要な単語

を予約語（ガイド単語）として各トピックに割

り当てておく LDA である. これにより，各トピ

ックに代表語として分類される単語は，ガイド

単語とそれに共起する単語である可能性が高く

なる．そのため，トピックの分類結果に明確な

視点を導入することが可能になる．ここでは

LDA と同様に，各歌詞に対するトピック混合比

の期待値を求める．本報告では，トピックテー
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マとガイド単語を以下のように設定した場合の

結果を示す(表 1参照)． 
表 1 ガイド付き LDA におけるトピックテーマと予約語 
トピックテーマ ガイド語 
春 春，桜，卒業 
夏 夏，祭り，花火，ひまわり 
秋 秋 

冬 冬，雪 

3.2.3. LDAの学習 
 本報告ではトピック数を𝐾 = 4として学習した． 

また，ストップワードを設定せずに LDA を用い

て全ての歌詞を分析した際に，トピックの重要

語として頻出した以下の単語を，ストップワー

ドとして設定した(表 2参照)． 
表 2 ストップワード 

する，ある，ない，いる，なる，この，その，あの，

それ，僕，あなた，君，私，僕ら，俺 

 

3.3. 可視化 

 
図 2  (左上)LDA の適用．(右上)ガイド付き LDA の適用． 
(左下)「夏」を含む歌詞のみ(LDA)．(右下)「夏」を含む

歌詞のみ(ガイド付き LDA)． 
LDA とガイド付き LDA を用いた歌詞の分析結

果を，t-SNE を用いて 5次元から 2次元に次元削

減し，散布図として可視化した．1 つの点が 1 つ

の歌詞を表す．本報告では，歌詞に「夏」とい

う単語を含む歌詞を赤色の点，その他の歌詞を

青色の点として散布図状に表示した結果を示す

(図 2 参照)．LDA を用いた場合と比べて，ガイ

ド付き LDA を用いた場合の方が独立した点が少

なく，歌詞の類似度に沿って歌詞を配置するこ

とができた．散布図中の 3 個以上点が集まってい

る部分(図 2の青丸参照)に注目すると，全て夏に

関係があり，恋愛をテーマにした歌詞であった．

ガイド付き LDA を適用した場合の散布図で重な

っている 2 つの点のうち，LDA を適用した場合

は点と点の距離が離れていたものに注目する．

図 2 にて緑丸に含まれる 2 つの点は，乃木坂 46
の「逃げ水」と浜崎あゆみの「monochrome」で

ある．この 2 曲は，失恋をテーマとしており，夏

の恋を「夢」や「幻」という単語で例えている

点が共通している．また，図 2 にて紫丸に含まれ

る 2 つの点は，中山美穂の「人魚姫」と桑田佳祐

の「TSUNAMI」である．この 2 曲は過去の夏の

恋に関係する歌詞であり，どちらも歌詞の中に

「雨」という単語が多用されている． 
4. まとめと今後の課題 
 本報告では，歌詞を分類し可視化する手法と

して，ガイド付き LDA を用いて歌詞を分析し，

散布図状に表示する手法を提案した．ガイド語

を選択することで，歌詞の分布の可視化結果に

ユーザ個人の視点が導入され，歌詞の類似性や

相違性の説明が可能になる．また，選択するガ

イド語を変えることにより，複数の可視化結果

を示すことが可能であるため，多様な視点から

歌詞の分布を比較することが容易になる．  
 今後の課題としてまず，英語詞を中心とした

歌詞に対応することがあげられる．そのほかの

課題としては，さらなる楽曲データの収集や，

ガイド単語を入力すると歌詞の分布の可視化結

果が対話的に表示されるユーザインタフェース

機能の実装があげられる． 
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